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３ 学校施設の検討すべき課題等 

  （検討の経過で見えてきた県立学校の課題） 

(1) 学校の空間デザイン 

ア 学習空間 

県立学校は、今まで均質で画一的な施設整備が行われ、同じ大きさの教室が並び、

幅の狭い廊下が配置された構造となっており、多様な授業形態への対応が必要とな

る主体的に学びあうための学習空間としては使いにくい状況となっている。 

イ 生活空間 

学校施設の中で、生徒同士のふれあいやコミュニケーションの場として有効に機

能している空間は少なく、狭い廊下はロッカーを置くことでさらに狭くなり、語ら

う場所どころか授業の移動にも支障がある状況である。 

また、和式トイレも多く、不衛生になりやすい仕上げのため、悪臭や見た目の汚

れが酷く、トイレに不満を感じる生徒が多い状況となっている。 

ウ 執務空間 

教科毎の研究室を中心とした配置が原則で、職員が一堂に会する場所の無い中で、

職員間での情報共有や教科の枠を超えた融合的な学びが行われにくい状況である。 

また、緊急の場合の情報伝達、対応にも課題が残る状況となっている。 

エ 多用途な空間 

限りあるスペースを現状の学校は、教室は学習の場、廊下は移動するためだけな

ど計画した空間と用途が１対１の使い方が原則となっており、一つの施設を多用途

な使用を想定した空間が作られていない。 

オ 快適な空間 

これまでの学校整備は、建築基準法に基づく採光・換気等を中心とした空間づく

りに留まっており、デザインにより快適性を高めるような工夫は少ないのが現状で

ある。 

また、教室以外の空間は外気と同じ気温となるなど、暑さ寒さに対する居住環境

としての性能も低く、健康管理や体調面にも悪影響を与えている。 

カ 学校を有機的に結び付ける空間 

主体的な学びを推進するためには、各普通教室・特別教室、各教科の研究室等を

有機的に結び付けられる空間とともに情報が集まる図書館のような施設が必要であ

るが、図書館等は学校の隅に配置される学校も多く、主体的な学びに対応する学習

等にも適したつくりとは言い難い状況である。 

    

(2) 施設の機能と規模 

現状の施設整備は、整備指針に沿い、県内どこの学校でも均質的な学校整備が行われ

ており、地域の他の施設との連携・機能の分担を想定した施設整備が行われていない 

また、学校と地域連携・協働を推進する「地域と共にある学校づくり」を考慮した設

計も検討されていない状況である。 

 

 

 



11 

(3) 導入手法（ＰＰＰ、ＰＦＩ） 

これまでは、単独した施設として学校が機能するよう全県一律の施設整備基準に基づ

き、設置をすすめてきたため、地域の自然環境、公的・民間施設の整備状況に対応して

いなかった。 

また、県の単独の事業として実施しており、市町村との整備計画のすり合わせ、民間

の資金、ノウハウの活用が十分に行われていなかった。 

 

(4) 維持管理 

建設の際には、将来的な使用変更による改修や断熱化等による維持管理費の削減の効

果まで踏み込んだ計画の検討は十分に行われていないケースが多い。 

    

(5) 全体計画・個別施設計画の策定 

これまでは、学校施設の中長期の整備計画が未策定であり、教育方針に沿った施設整

備も実施してこなかった。 

今後、県全体のマスタープランに対し県立学校の今後の改修・改築等の整備方針をど

のように位置付けるか課題となっている。 

また、「高校改革 実施方針」において今後の高校教育の方針について示されている

ところであるが、これを施設整備にどのように反映させるかも課題となっている。 

 

(6) 改築・改修 

多くの施設が大規模改修を実施しないまま使用されている中、今後の利用方法により、

施設を改築するのかあるいは改修するのか判断が難しくなっている 

改築の場合は、改築の校舎と既存校舎との間で、老朽化の度合い、使い勝手や環境面

等について大きな差が生じるケースが多く、使用上、管理上の課題生じてきた。 

また、改修の場合も、耐震改修や緊急修繕（事後対応）が原則であり、中長期的な計

画による、機能の向上や環境改善を意図する改修は実施されてこなかった。 
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４ これまでの検討内容と今後検討すべき項目 

※検討内容は多岐に渡るが、以下のようにグループ分けを行い、議論の進捗状況に 

応じて段階的に表記する。（中間報告としての表記） 

①①①①    今までの検討内容今までの検討内容今までの検討内容今までの検討内容等等等等    

②②②②    今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点    

 

(1) 空間デザイン 

ア 学習空間：自主的な学びの空間の創造 

①①①①    今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等    

多様な学習活動を支援できる施設 

（（（（新しい学習スタイルを支援する学習空間新しい学習スタイルを支援する学習空間新しい学習スタイルを支援する学習空間新しい学習スタイルを支援する学習空間））））    

従来の知識を蓄えることを中心とした学びか

ら、主体的に人生を切り開くための学び、能動的

な活動の過程で理解を深めていくことを中心とす

る学びに転換していく必要があり、そうした学び

の実現には、「探究的な学び」が有効である。 

「探究的な学び」を推進するために、ⅰ)調べる

ⅱ)グループワークⅲ)発表等、3 つの活動に対応

出来る場を用意する必要がある 

（（（（一斉授業から個別最適化の授業への転換一斉授業から個別最適化の授業への転換一斉授業から個別最適化の授業への転換一斉授業から個別最適化の授業への転換））））    

電子黒板やタブレットＰＣによるＩＣＴの活用 

により、データ利用による新たな 

学びが可能となり、従来からの学びも、より効 

率的・効果的に行うことが可能となっている。 

個々の生徒の学力に最適化された学習プログラ

ムを活用することにより、一人ひとりの進捗に合

わせた学びを提供し、多様な生徒の学力伸長に対応できることから、情報機器導入

に対応できる施設整備が必要である。 

（均質的な授業から柔軟な授業へ）（均質的な授業から柔軟な授業へ）（均質的な授業から柔軟な授業へ）（均質的な授業から柔軟な授業へ）    

少人数指導による学習等にも柔軟に対応する小

スペース空間も検討し、一方で、集団討論や発表

のような形態の学習にも対応出来る大きめの空

間も検討する。 

② 今後、具体的に議論が進められる項目・論点 

・アクティブラーニングに対応した教室 

 グループワーク、集団討論、フィールドワーク等に対応した教室 

・ガラス張り、教室の見える化、透明性 

 授業の「良い部分」の模倣、「悪い部分」の改善、授業の共有化 

・全面開閉式ドア 

廊下との連携、教室の多目的・多機能化 

・研究室・準備室等の適切配置、整備 

イメージ図イメージ図イメージ図イメージ図    

イメージ図イメージ図イメージ図イメージ図    

イメージ図イメージ図イメージ図イメージ図    
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 教室と研究室・準備室等との配置による連携 

・ＩＣＴ技術に対応した教室 

高度情報通信社会に対応（将来の変化に対応できる施設） 

・主体的に学べる環境の整備 

多様な授業内容と大小の教室の整備 

 

イ 生活空間：ゆとりのある空間 

①①①①    今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等    

 生活空間としての学校 

（（（（生徒、教職員にとっての生徒、教職員にとっての生徒、教職員にとっての生徒、教職員にとってのゆとりある空間ゆとりある空間ゆとりある空間ゆとりある空間の創造の創造の創造の創造））））    

学校は、学習の空間であるとともに、生徒や働

く教職員にとっては、生活の空間であることを

認識し、日照、採光、換気、室温、音の影響等に

配慮した良好な環境条件を確保し、ゆとりのあ

る空間づくりを行う必要がある。 

また、これまで生徒の活動を管理するため、ラ

ウンジやロッカールームなど死角となるスペースを極力つくらないようにしていた

方針を、生徒の生活面の充実に重点を置くことで、管理的な校舎運営から生徒の主体

性を重視する運営へ転換する必要がある。 

（（（（快適性の確保快適性の確保快適性の確保快適性の確保））））    

生徒の日常動線上の各所に分散させたラウン

ジや談話コーナー等のスペースを学習空間と有

機的に配置することにより、多様なコミュニケ

ーションの場、休憩の場を確保することが重要

である。 

また、清潔感のあるトイレ、空調の設置や断熱

性能を高めるなど、生活空間としても快適性を

確保する必要がある。 

 

②②②②    今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点    

    ((((児童・生徒の生活空間児童・生徒の生活空間児童・生徒の生活空間児童・生徒の生活空間))))    

学校は、これまで学習のための施設と認識されており、生徒が毎日を過ごす「生

活空間」としての認識が希薄であった。教室以外にラウンジのような生徒の居場所

を設けることで、クラスメイト以外との情報交換も行われ、広い視野を持ち、自主

的な活動に繋がることも期待できる。 

また、これまでの学校には、「快適性」について考慮されることが少なかったが、

今の生徒にとって、空調設備や快適なトイレは、身の回りにあるあたり前の環境で

あることから、今後の学校施設においてはデザイン性含めた整備について検討する。 

・ロッカールーム 

・生徒ラウンジ 

・空調、トイレ 

イメージ図イメージ図イメージ図イメージ図    

イメージ図イメージ図イメージ図イメージ図    
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ウ 執務空間：教職員の創造的な教育活動 

①①①①    今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等    

日常的な職員間での情報共有や緊急対

応を可能とするため、学習関係諸室等との

配置を十分検討し、教員が働く場として、創造

的な活動ができるようにする。 

②②②②    今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点    

    ((((教職員の執務空間教職員の執務空間教職員の執務空間教職員の執務空間))))    

これまでの教員の執務空間は、教員個人が授業を研究するための空間であり、生徒

の視線に触れない環境に置かれていることが多い。 

これまで、個々で授業の研究・準備がされていたものを、教員間で情報の共有化を

図り、意見交換を容易に行う環境を整備することで、質の高い授業を展開することが

可能となる。 

また、執務室内を生徒に公開することにより、生徒が質問や相談をしやすくし、 

生徒の自主的な学習を促進することになる。 

 

エ 多用途な空間：限られたスペースの活用、家具の重要性 

①①①①    今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等    

 主体的で多様な学びを推進するためには、 

 様々な授業形態に対応できる多様な空間が 

学校のいろいろなところに存在することが 

重要である。 

限られた面積の中で、多様な空間を実現 

 するために、いくつかの用途が重なるよう 

な空間づくりの検討が必要となっている。 

     特に、生徒の日常的な動線に勉強や談話が出来る空間を重ねることで、フレキシ 

ブルラーニングエリアのような、生徒の活動によって呼び名が変わる流動的な空 

間を生むことが可能となる。 

②②②②    今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点    

 使用状況等を踏まえ、県立学校の中で用途を重ねて使える空間はどこにある 

のか、検討する。 

また、施設整備と一体的にデザインされた家具を、空間の仕上げとして設置す

ることで、より、計画に適した使われる空間となる。 

・主体的に学べる環境の整備 

 フレキシブルラーニングエリア（省スペース・多機能・多様な場） 

・家具の一体的整備 

 

 

 

 

 

イメージ図イメージ図イメージ図イメージ図    

イメージ図イメージ図イメージ図イメージ図    



15 

オ 快適な空間：快適性と居心地の良さ 

①①①①    今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等    

学校に求められる機能を満たすことで空間を

完成させるだけでなく、そこに「快適性・心地良

さ」の概念を取り入れる。 

建築基準法に基づき機械的に算出される採

光・換気等だけでなく、デザイン的な工夫によ

り、季節を感じる通風や自然光による採光等を

積極的に取り入れ、校舎内に居ながら、自然の恵

み（太陽光や自然の風）を感じられる、快適で居心地が良い空間づくりが大切にな

る。 

 ②②②②    今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点    

豊かな自然環境に恵まれた本県の地域特性を活かし、生徒達が豊かな感性を育

める、自然を感じられる学校づくりを検討する。 

 

カ 学校を有機的に結び付ける空間 

①①①①    今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等    

     今までは、静的な図書館が中心であったが、 

調べ・グループワークにも対応が出来、メディ 

アセンターとして情報社会にも対応する動的 

なメディア図書館を整備する。利用したくなる 

開放的なつくりとし、採光等にも配慮した居心 

地の良さも重要な要素である。 

 ②②②②    今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点    

学校のコアとなるメディア図書館や講堂が、他の教室と有機的につながり、グル

ープワークや発表など、多様な学習形態をサポートする空間づくりを検討する。 

 

(2) 施設の機能と規模 

ア 地域施設としての学校及び施設の共同利用 

①①①①    今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等    

少子化が進む中、これまでの施設規模を維持

することは、多額の設置・維持管理費用が必要

になるため、今後、学校として単独で存在する

ことは非効率的なものとなる可能性がある。 

学校は地域のシンボルであり、家庭や地域の

関係者の協働により運営されるべきものであ

ることから、専門的な知見を持つ外部人材の受

け入れや地域拠点となるよう整備する必要がある。施設に多目的な機能を持たせ

ることにより、複合的な利用が図られれば、施設規模維持の必要性も見出せること

となる。 

限られた財源での効率的な整備のため、他の公共施設との複合化（それぞれを補

イメージ図イメージ図イメージ図イメージ図    

イメージ図イメージ図イメージ図イメージ図    

イメージ図イメージ図イメージ図イメージ図    



16 

完しあう施設）、近隣の学校間での施設の共有化、限られた面積で求められる機能

を満たす（空間の複合的な利用）ことについても検討が必要である。 

②②②②    今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点        

これまでは、生徒を外部の危険から守ることを優先した学校づくりが行われてき

たが、新しい学びを進めるためには、地域との交流が必要であり、生徒が外の社会

と関係を構築できる学校施設が必要となっている。 

また、学校を地域の施設として活用することで、社会的に施設の効率的な使用も

可能とすることができる。 

長野県の地域毎の多様性を考慮した、高校施設としてどのように地域と関わり

をつくるのか検討する。 

地域のシンボル的施設と考える際には、単に機能を追求するばかりでなくデザ

インにも配慮した施設（施設、地域への愛着）、多様な利用者を考慮し防犯対策等

の安全管理、バリアフリーに配慮することも重要であり、デザインの力により、機

能性や施設の魅力をより高めることも可能と考えられる。 

・地域開放する機能、地域開放エリアのゾーニング 

・地域と共有利用、複合化 

 

イ 防災拠点としての施設 

①①①①    今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等    

地震等発生時において、生徒等の人命を守るとともに、被災後の教育活動等の早

期再開を可能とするため、施設や設備の損傷を最小限にとどめるため、十分な耐震

性能を持たせることが必要である。 

生徒の一次的な避難場所であることから、土砂災害等の災害の発生が想定され

る場合には、移転の検討も必要である。また、避難場所としての役割を果たすため、

想定される避難者数、起こりうる災害リスクを十分考慮し、避難所として必要とな

る機能を、障がい者、高齢者や妊婦等のよう配慮者の利用を踏まえ、計画すること

が必要であり、空調設備、洋式トイレの整備等も進める必要がある。 

②②②②    今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点    

市町村が策定する地域防災計画との整合を図りながら、県立学校がどこまでの

防災機能を整備するか検討する。 

また、避難所指定されていない学校でも、現実には災害時に住民が避難してくる

ケースもあるため、県立学校の共通項目として、防災整備を進めるか検討する。 

    

 ウ 施設の基本機能 

①①①①    今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等    

②②②②    今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点    

新築、改修等で今後整備を進めていく際にどのような施設が必要となるのか、  

学校施設としての基本性能を検討していく。（今までの県立学校の整備状況を踏ま

え、これからの学校に必要な性能を整理する） 

   ・断熱性 

   ・空調整備の範囲（教室以外の空間等） 
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・必要となる面積（重ね使い等で、面積を縮小出来るところはないか検討） 

・基本的なスケール（大まかな寸法） 

・自然エネルギーを活用する設備の導入 

・将来を見据えた可変性 

 改修が容易となるフレキシブルな空間構成 

 

(3) 導入手法（ＰＰＰ※1、ＰＦＩ※2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

①①①①    今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等    

学校施設は地域にとって有効な生涯学習の場の１つであることから、設置にあ

たっては他の地域の文教施設等の整備状況を勘案しつつ、必要に応じこれらの施

設との適切な役割分担や施設等の相互利用・共同利用等を通じ、有機的に連携でき

るよう計画する必要がある。 

また、これまでの全ての施設を均一に配置する学校施設整備基準を見直し、生徒

の減少率や都市部、中山間部設置場所など地域の特性に十分配慮し、民間の施設、

資金も活用できるようＰＰＰ，ＰＦＩの手法の導入について、積極的に検討を進め

る必要がある。 

【施設の複合化（他用途での活用）】 

    学校施設を地域全体として利用可能なものとなるようにするため、設置にあたり

活用方法等十分に地域の意見を取り入れたものとする。他の公共的な施設との複

合化の場合には、生徒の学習・生活に支障がないことに留意し、施設の多機能化に

より効率的に整備を進める。日常的な維持管理や中長期の改修計画を、民間委託出

来るか検討することで、費用面での効率化も期待できる。 

【施設の共有化（学校間での共有）】 

    少子化が進む中、全ての学校を一定の基準で施設整備を行うことは、設置、維持

経費や利用率の面で効率的とは言い難い。近隣の学校間で施設の共有化を進めるこ

とにより、質の高いものを整備することが可能となり、学習・練習の効果向上も期

待できる。共有利用する際には施設までの交通手段の確保（施設整備費との費用対

効果により検討） 

【管理委託（人権費の削減）】 

    設置後の維持管理を容易にするため、設計の段階から、維持管理について民間へ

委託する方法についても検討する。 

【既存施設利用を検討（設置費の削減）】 

公共・民間施設等の既存施設を活用することで、学校の学習活動が可能な場合に

※1 PPP(Public Private Partnership) 

公共サービス提供に民間が参画する手法を幅広く捉えた概念で、民間資本や民間

のノウハウを活用し、効率化や公共サービスの向上を目指すもの 

※2 PFI(Public Finance Initiative) 

 公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力を活用することに

より、同一水準のサービスをより安く、又は、同一価格でより上質なサービスを提

供する手法 
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は、新たに施設を設置することなく、学校が利用料を負担することも検討する。 

②②②②    今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点    

個別事例ごとにＰＦＩの有効性や具体的な方法を検証したうえで、導入の可能

性を検討する。 

全ての学校で、一定の基準に基づき整備を進める必要があるのか、見直しの可

能性も含め検討する。例として、プールの整備、集約化・共有化する際の交通手

段の確保等も検討する。 

    コスト面で削減出来る方法を検討する。 

・value for money の考え 

・全体のプロセスをどうするか、仕組みを考えることが重要 

  その上で、個々のプロジェクトの整備手法の検討 

 

(4) 維持管理 

ア 維持管理 

①①①①    今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等    

 施設整備にあたっては、イニシャルコストと同様にランニングコストも重要である。 

将来の改修・修繕を想定し、日常の維持管理費用

に配慮した施設づくりが必要である。 

また、学習環境やデザインに配慮しながらも維持

管理が容易となる施設づくりについても検討するこ

とが重要である。 

②②②②    今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点    

「デザイン」と「機能」のバランスを図ることで、

利便性が高く、維持管理費を低減させることも可能である。 

維持管理費を抑制するための具体的な手法についての検討を行う。 

・設備の維持管理を容易にする 

（露出配管等）   

・デザインと機能を兼ね備えた施設 

 

イ 自然エネルギーの活用 

①①①①    今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等    

自然エネルギーの利用（太陽光の利用、

ナイトパージ等） 

②②②②    今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点    

長野県の自然環境のメリットを積極的に生かし、太陽光、地熱、風などの力や標高寒暖

差、ロケーションなどあらゆる自然のエネルギーを積極的に施設づくりに反映させ、省エネ

ルギー、循環型の施設づくりを進める具体的な方法について検討する。 

 

（5）全体計画・個別施設計画の策定   

①①①①    今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等    

学校ごとの教育方針に合致する施設づくりが大切であるが、高校全体をどうする

イメージ図イメージ図イメージ図イメージ図    

イメージ図イメージ図イメージ図イメージ図    
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のか、「学びの改革」が全体のマスタープランとすると、それに向かって進むビジョ

ン、それらを具現化するための「モデル」を明確にする必要がある。 

②②②②    今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点    

以下の内容の具体化 

・学校の規模と配置 

・全校に共通する項目 

・職能校、進学校に付加する項目 

・商業系、工業系、農業系、進学系など系統に応じた整備 

 

（6）新築・改修の別 

①①①①    今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等    

改修による新たな施設づくりを検討することが重要である。 

②②②②    今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点    

以下の内容の具体化 

・改築の整備基準、方法 

・改修の整備基準、方法  

・改修の場合のレベル設定（段階的な改修） 

 

（7）学校づくりのスキーム 

ア 計画の実現・予算確保 

①①①①    今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等    

地方自治体の財政状況が厳しい中、新たな費用負担となる施設の整備計画につい

ては、計画段階から予算担当部署と調整を図るような体制が必要であり、時間をか

けて検討を重ねても、最終的に実施に至らないケースとなることが多い。 

②②②②    今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点    

検討結果を確実に予算へ反映させるため、予算担当部署との、教育理念や事業の

考え方を共有することや、予算と計画内容との調整、検討経過を情報共有する仕組

みを検討する。 

 

イ 具体的な整備手法 

①①①①    今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等    

②②②②    今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点    

コンペ・プロポーザル方式による発注の仕組み等の検討 

・プロポーザル等を見据えた組織体制の準備 

 

ウ 整備後の学校運営（当初設計思想の継続・施設の利用方針の明確化） 

①①①①    今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等今までの検討内容等    

学校・地域等で協議を重ね検討した結果であっても、年数が経過することにより

当初の設計思想の引き継ぎが希薄になっていく場合が多い。 

施設の機能を十分に生かすことができず、完成度の高い施設を“普通の使い方”

をすることになり、計画していた教育内容も実現できなくなることが多い。 
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②②②②    今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点今後、具体的に議論が進められる項目・論点    

施設の設計当初の目的を明確化し、継続性を持たせ、十分に施設の機能を活用す

るための人材配置・人材育成等の仕組みづくりを検討する。 

 

 

５ 今後のスケジュール 

 別添スケジュール表参照 

 

 

６ 県全体計画との整合性 

 以下の上位計画の中での位置付けを確認する 

(1) 長野県ファシリティマネージメント 

(2) 中長期修繕改修計画（個別施設計画） 

(3) 再編・整備計画 
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７ その他参考資料 

先進事例、具体的事例 

(1) 学習空間の事例 

・アクティブラーニング（ＡＬ）教室 

 海外では、日本と同じ大きさの教室に生徒が半分 

 全ての教室を大きくできないなら、学年ごとにＡＬ 

教室を設置も検討 

 ＡＬ教室は、グループワーク可能で、ＩＣＴ機器を 

整備するものとする 

  ・ガラス張り、教室の見える化 

  ・全面開閉式ドア 

   廊下等のスペースを活用し、多様な授業の展開を 

可能とする 

  ・課題研究室等の整備 

   生徒が相談しやすい、職員室、研究室の見える化 

相談スペースの確保 

  ・ＩＣＴ技術に対応した教室 

   教室の各壁面にプロジェクターを投影できるなど 

環境を整備 

発表の場を確保 

・主体的に学べる環境の整備 

 

(2) 生活空間の事例 

・ロッカールーム 

 中学の延長ではなく、大学に近い形の空間 

学習空間と生活の空間を整理 

・生徒ラウンジ 

 クラスメイト以外との接点の場 

情報交換の場 

教室以外での居場所作り 

・空調 

 生活の場として快適性を確保 

断熱性の確保 

・トイレ 

 清潔感 

 快適性 
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 (3) 執務空間の事例 

   ・職員が一堂に会する職員室の設置 

   ・授業研究ができる研究室的機能 

   ・生徒からの質問、意見交換 

 

(4) 多用途、限られたスペースの活用の事例   

・フレキシブルラーニングエリア 

   授業を受ける人数に対応した間仕切り 

・廊下と一体化した教室（可動式間仕切り） 

 扉を大型化し、発表の場合等には廊下まで広く教室 

 として活用 

・廊下の拡張機能 

 学習の発表の場など活動の場としての機能を持つよ 

う整備 

・多用途の教室 

 多用途な利用方法を検討し、必要な室面積を確保 

・教室の大きさ 

 個別最適化に対応する小さな教室 

グループワークに対応する大きな教室（多様なニー

ズに応える） 

・家具の重要性 

 空間の仕上げには、設計に基づく家具、備品の設置が重要。 

 

 

 (5) 空間としての快適性と居心地の良さの事例 

・採光の工夫（ハイサイドライト、北側からの柔らか 

な光、建物配置） 

・通風の工夫 

 地域の自然特性を活かし、風通しが考えられた居心 

地の良い空間 

 

 

 

 

 

(6) 学校のコアとなる施設 

   ・学校の中心にメディアセンター（図書館・情報室）   

等を配置 

探究的な学びや各教室との連携の確保 
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(7) 地域との交流（地域施設）の事例 

・地域開放エリアのゾーニング 

・地域と共有利用 

 

  (8) 維持管理の事例 

・設備の維持管理を容易にする（露出配管等） 

・自然エネルギーの利用（太陽光による集熱利用の 

空調装置、ナイトパージ等） 

・デザインと機能 

デザイン性の高さと維持管理費の抑制の追及 

機能を満たし、学習効果を高めると共に居心地を 

よくするためのデザインを追求 

 

（9）自然エネルギーの活用の事例 

 ・自然エネルギー活用した施設全体の空調設備の導入 

  （ＯＭソーラー、地熱） 

 


